
事務事業評価の評価結果について（平成28年度の事業に対する評価）

ボートレース事業部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成29年
度以降の事
業の方向性

所見

経営管理課
一般管理
事業

　モーターボート競走事業の経
営の安定化を目指すため当該事
業の総括及び調整を行う事業
で、関係団体への分担金等や、
各種の取り組みに共通して必要
となる経費又は複数の取組に係
る経費を総括し支出するもので
す。

経営の安定化

　前年度の指標は、当該
事業における各種負担金
のみを捉えたものであ
る。当該事業には、需用
費や役務費のほか、旅費
や交際費が含まれている
が、これらは営業活動量
に比例するものであり、
必ずしも経費節減を理想
とするものではない。し
たがって、当事業を評価
する指標として適切なも
のの設定は困難であり、
事業全体における効率的
な運営を図るものです。

　効率的な運営を
図っていきます。

　全国モーターボート競
走施行者協議会を通じ
て、各種制度のあり方等
について関係機関、関係
団体と協議を継続すると
ともに、各種経費の削減
に取り組みました。

4

　モーターボート競走事
業の経営の安定化を目指
すため、モーターボート
競走事業にかかる総括及
び調整を行いました。

現状維持

　引き続き、経営の安定
化を目指すとともに、関
係機関・関係団体への協
力を継続して要請してい
きます。

経営管理課
一般開催
事業

　津市主催のモーターボート競
走を開催し、津市モーターボー
ト競走場における発売・払戻等
や電話投票による発売・払戻等
を行うほか、選手賞金や法定交
納付金など開催に係る必要経費
の支払を行います。

売上収入額

　一般開催事業は、自場
競走開催に係る経費であ
り、その成果は、自場開
催に係る売上収入に求め
られます。
　なお、目標値は、当初
予算額とします。
（本場売上＋電話投票売
上＋場外委託売上＋場外
発売場売上）

30,574,
600千円

30,284,
965千円

　交納付金の負担割
合の減額に向けた関
係機関との協議に努
めます。

　プレミアムＧⅠ第３０
回レディースチャンピオ
ンの総売上額は約５８億
円。その他、特に電話投
票・場外委託での売上確
保に努めました。

4

　自場開催レースの売上
は約303億円で、前年度
比較で19.2％増となり、
その内訳は本場での売上
が15.5％減、電話投票に
よる売上が37％増、場外
委託による売上が20.9％
増、場外発売場による売
上が48.8％増となった。
本場での売上は減少した
ものの、電話投票や委託
による売上が増加したこ
とにより、収益を確保す
ることができた。

現状維持

　グレードレースの開催
が収益向上に寄与する部
分は大きく、また、売上
向上のために効果的な開
催日程の設定は自場レー
ス開催の重要な要素であ
り、効果的な競走運営に
努めていきます。

経営管理課
場外発売
委託事業

　他のボートレース場及びボー
トピア（場外発売場）等に自場
で開催するレースの発売を委託
し、売上向上に努めます。

場外委託売上
額

　場外発売委託事業は、
自場で開催するレースに
ついて場外発売場等に発
売を委託する経費であ
り、その成果は、当該場
外発売場等における売上
収入に求められます。
なお、目標値は、各年度
の開催日数やグレードを
踏まえた当該年度予算額
とします。

14,989,
600千円

13,293,
534千円

　開催日程、番組、
広報宣伝、ファン
サービス、場外発売
場への営業活動が総
合的に売上に影響す
るため、各部門にお
いて売上向上に努め
ます。

　委託売上については、
他場の協力のもと前年度
の数値を大きく上回るこ
とができましたが、目標
値には届きませんでし
た。
　目標値を過大に設定し
たためです。

4

　平成28年度の自場開催
レースの委託による売上
は約133億円で、前年度
比較で20.9％の増となっ
た。また、委託発売につ
いて、プレミアムＧⅠ第
３０回レディースチャン
ピオン及びＧⅠ第６２回
東海地区選を開催したこ
とや、他のボートレース
場及びボートピア（場外
発売場）等へ販売促進活
動を行った結果、延委託
日数が4,392日と前年度
比較で約1,180日の増と
なり、収益を確保するこ
とができた。

現状維持

　GⅠレースの他に企画
レース等を行うことによ
り、他のボートレース場
及びボートピア（場外発
売場）等へ販売促進活動
を行い、収益を確保する
ことができました。

経営管理課
場外発売
場事業

　場外発売場は、近くに競走場
のない地域や競走場まで足を運
ぶ時間的余裕のない顧客にとっ
て便利で気軽に楽しめるだけで
なく、これまで疎遠となってい
た潜在的な顧客にモーターボー
トの魅力をアピールできるな
ど、新たな顧客の開拓につなが
る有効な手段であり、全国的に
も整備が進められている事業で
す。

場外発売場売
上額
（自場開催
分）

　場外発売場事業は、自
場で開催するレースにつ
いて場外発売場での発売
に係る経費であり、その
成果は当該場外発売場に
おける売上収入に求めら
れます。
　なお、目標値は場外発
売場（自場開催分）での
売上の予算額とします。

350,400
千円

280,571
千円

　平成29年度公営企業会
計導入にともない3月打
切決算を実施したことに
よる減及び目標値を過大
に設定したことが主な理
由です。

4

　場外発売場「ミニボー
トピア名張」で自場開催
レースを176日間発売し
たことにより、2億5千万
円以上の売上となり収益
を向上させることができ
た。また、平成29年3月
24日に「ボートレースチ
ケットショップ養老」を
開設した。

拡充・充
実

　売上増加と安定的な収
益確保の観点から、当該
事業の目的を踏まえつ
つ、引き続き場外発売場
の設置を検討し推進して
いく。

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価
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所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価

経営管理課
場外発売
等受託事
業

　様々な競走を楽しみたいとい
う顧客の要望に応えるため、グ
レード競走についてはスタンド
棟を開場して場間場外発売を実
施するほか、外向発売所におい
ては一日最大６場発売から７場
発売へ拡充するとともに、年間
３５９日の発売を行うことで、
多様なニーズに合わせた幅広い
顧客の獲得につなげます。

売上実収入額
（受託金収入
＋収益金収
入）

当事業を評価する指標と
して、勝舟投票券発売の
売上実収入額とする。な
お、目標値は、当該年度
予算額とします。

1,378,3
51千円

1,295,1
50千円

　自場でのレース開
催に合わせてスタン
ド棟で他場での受託
分レースを発売する
など、売上の向上に
努めます。

　自場レース開催日に合
わせてスタンド棟で他場
の競走を発売するなど受
託売上の向上に努めまし
た。
　平成29年度公営企業会
計導入にともない3月打
切決算を実施したことに
よる減が主な理由です。

4

　スタンド棟について
は、入場者数及び発売日
数が減少したことにより
他場受託分の売上も減少
となったが、自場での
レース開催日以外の発売
を取りやめるなど運営経
費の削減に努めた。ま
た、外向発売所「津イン
クル」については、１日
最大６場発売から７場発
売に拡充し、売上向上に
努めた。

現状維持

　スタンド棟での入場者
数と発売日数の減少によ
り他場受託分の売上が減
少したが、その傾向は今
後も継続していくものと
考えられ、収益性向上の
ために運営経費の削減も
考慮していく必要があ
る。

経営管理課
場外発売
場事業
（受託）

　場外発売場は、近くに競走場
のない地域や競走場まで足を運
ぶ時間的余裕のない顧客にとっ
て便利で気軽に楽しめるだけで
なく、これまで疎遠となってい
た潜在的な顧客にモーターボー
トの魅力をアピールでき、新た
な顧客の開拓につながる有効な
手段であり、全国的にも施設が
増加している事業です。

場外発売場売
上収入
（他場受託
分）

　場外発売場事業（受
託）は、場外発売場にお
いて他場で開催するレー
スを受託発売する経費で
あり、その成果は当該場
外発売場における売上収
入（他場受託分）に求め
られます。
　なお目標値は、場外発
売場（他場受託分）の売
上の予算額とします。

2,349,6
00千円

2,052,7
80千円

　平成29年度公営企業会
計導入にともない3月打
切決算を実施したことに
よる減が主な理由です。

4

　場外発売場「ミニボー
トピア名張」により、他
場開催レースを３３０日
受託発売したことにより
20億5千万円の売上とな
り収益を向上させること
ができた。また、平成29
年3月24日に「ボート
レースチケットショップ
養老」を開設した。

拡充・充
実

　売上増加と安定的な収
益確保の観点から、当該
事業の目的を踏まえつ
つ、引き続き場外発売場
の設置を検討し推進して
いく。

経営管理課 繰出金

　市財政に寄与することを目的
に、モーターボート競走事業の
収益確保、基盤強化を図り、一
般会計への操出を行おうとする
ものです。

操出の継続

　平成１５年度の一般会
計への操出を最後に、こ
れまで繰出を行うことが
できなかったことから、
経営基盤の強化等を図
り、一般会計への操出を
継続します。

100,000
千円

100,000
千円

　一般会計への操出
を継続します。

　外向発売所や場外発売
場の設置、旧西駐車場の
貸付など、経営基盤の強
化を図り、一般会計への
繰出を行うことができま
した。

4

　外向発売所や場外発売
場の設置、旧西駐車場の
貸付など、経営基盤の強
化を図り、平成２８年度
に一般会計への繰出を行
い、財政運営に寄与する
ことができました。

現状維持

　老朽化が進む施設・設
備の計画的な整備・修繕
が必要であることに加
え、緊急的な対応、施設
の建設改良のための基金
の積立の継続も必要であ
ることから、事業経営の
安定化を見据えつつ、一
般会計への操出を継続し
ていきます。

事業推進課
従事員関
係事業

　投票業務を担当する従事員の
適正な人事管理、投票所運営を
行うことで、円滑なボートレー
ス事業運営を行います。

発券業務事故
件数

　従事員数の削減及びそ
れに伴う業務範囲の見直
しを適正に行うことによ
り、発券業務でのトラブ
ルを防止し、お客様の満
足度を維持することを目
的とし、窓口での深刻な
発券トラブル件数を指標
とします。

0件 0件

　従事員数の減少に
応じた業務の見直し
による発券業務事故
の抑止

　従事員の削減目標を達
成できており、併せて業
務内容の見直しを行い適
性な窓口数の確保ができ
ました。

4

　従事員の削減目標を達
成するとともに、併せて
業務内容の見直しを行い
適性な窓口数の確保がで
きました。

廃止

　従事員制度の廃止にと
もない、投票業務の業務
委託への切り替えを行っ
ていきます。

事業推進課
臨時職員
関係事業

　場内の秩序維持やファンサー
ビスの向上を図るため、臨時職
員の適正な人事管理を行いま
す。

場内の苦情件
数

　ファンの満足度アップ
と場内秩序の維持のため
の適切な人員の確保を行
い、場内の運営上のトラ
ブルを未然に防止するこ
とで、お客様の満足度を
維持することを目的と
し、場内での苦情件数を
指標とします。

0件 0件
　充実したサービス
の提供と適正な人員
配置

　適正な人事管理により
ファンが安心してレース
を楽しめる環境づくりが
できました。

4

　場内警備や投票業務、
入場業務など適正な人員
配置を行い、場内の秩序
維持をはじめ円滑なボー
トレース事業運営を行う
ことができました。

現状維持

　引き続き、円滑かつ効
率的なボートレース事業
運営のために、臨時職員
の適正な人事管理に努め
ます。
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事業推進課
広報、宣
伝事業

　新聞、テレビ、ラジオ、イン
ターネットなどの各種媒体を活
用した広報宣伝を展開すること
により、ボートレースファンへ
のレース情報の提供及びボート
レースのイメージアップによ
り、売上向上を図ります。ま
た、ファンサービス関係、印刷
業務関係事業を広報、宣伝事業
に統合し効果的に事業を実施し
ます。

　効率良く効
果的な広報宣
伝及びファン
サービスの実
施

　競艇ファン及び新規顧
客獲得のために広く広報
宣伝を実施し、イベント
等ファンサービスと連動
させ効率良く効果的に事
業を展開することを成果
指標とします。

　費用対効果を検証
した広報宣伝活動の
実施。ファンに喜ば
れるイベント等の実
施及びＰＲ。

　レースのグレードによ
り広報費用が増減するた
め指標を数値で表記でき
ないが、ポイントを定め
た広報宣伝を効果的に行
うことができました。ま
た、プレミアムＧⅠレ
ディースチャンピオンや
ＧⅠ東海地区選などグ
レードレース開催時に効
果的なＰＲを実施するこ
とで売上が向上しまし
た。

4

　新聞、雑誌、ＴＶ等既
存メディアへの広告とと
もに、プレミアムＧⅠレ
ディースチャンピオン及
びＧⅠ東海地区選手権の
ホームページ特設サイト
を設置し、電話・イン
ターネット投票利用者の
利便性向上が図れまし
た。

現状維持

　売上形態別に効果的な
広報宣伝活動を行い、イ
ベント等ファンサービス
と連動させ売上向上を目
指します。また、ファン
バスの運行や各種イベン
ト等を開催し来場者に喜
ばれるファンサービスを
実施します。

事業推進課
番組編成
事業

　ファンから注目される企画
レースや、予想しやすいシード
番組などの魅力ある番組編成に
取り組みます。

魅力ある番組
編成

　購買意欲の向上につな
がる魅力ある番組編成を
行うことを成果指標とし
ます。

　ファンから注目さ
れる企画レースや、
予想しやすいシード
番組などの魅力ある
番組編成に努めま
す。

　プレミアムＧⅠレ
ディースチャンピオン及
びＧⅠ東海地区選手権を
開催し、また、一般レー
スでは、初心者でも購入
しやすく、ボートレース
ファンでも魅力のある番
組編成に心がけました。

4

　プレミアムGⅠレ
ディースチャンピオン及
びＧⅠ東海地区選手権を
開催し、全国にボート
レース津の注目度を高め
ることができました。ま
た、一般レースでは、予
想しやすいシード番組や
全国のボートピア等の会
場時間に合わせた発売時
間を実施するなど、舟券
の購買意欲を高め、売上
向上が図れました。

現状維持

　本場はもちろん、電話
投票やボートピアなど全
国のファンからの売上向
上につながる魅力ある企
画レースの開催や、推理
しやすい（買いやすい）
番組編成に努めます。

事業推進課
投票関係
事業

　舟券発売システム全般の運
転・保守管理のほか、発売及び
払戻・返還金の支払いなど、投
票業務全般の安全かつ円滑な運
営に努めます。

システムの事
故件数

　舟券投票システム全般
の保守管理・整備による
システム機器のトラブル
防止、円滑な発売払戻の
実施により、本場来場者
への満足度向上を図るた
め、機器の重大な事故の
件数を指標とします。

0件 0件
　全国総合払戻サー
ビスの拡充

　適切な保守管理により
円滑なシステム運用がで
きました。

4

　適正な機器の保守及び
システム障害や停電など
に備えた緊急対応訓練も
実施することで、投票業
務を円滑に行うことがで
きました。また、プレミ
アムＧⅠレディースチャ
ンピオン等の来場者数の
多いレースにおいて、買
い漏れ等の発生を抑える
ことができました。

現状維持

　適正な機器の保守管理
に努めるとともに、投票
システムの定期的な更新
を行うことにより、投票
業務の円滑な運用を目指
します。また、スタンド
棟内での場外発売場数を
増やすことやキャッシュ
レス投票、在席端末など
ファンの動向に応じた機
器の導入を検討していき
ます。

事業推進課
警備関係
事業

　競走場へ来場するファンに、
安心してレースを楽しんでもら
えるよう適正な警備業務を行う
ことで、競走場内の秩序維持に
努めます。

事故、騒擾の
件数

　ファンが安心して楽し
める施設環境づくりに努
める。競走場内の秩序維
持を図るため、競走場内
での業務に関しての重大
な事故、騒擾の件数を指
標とします。

0件 0件

　場内、駐車場内で
の紛争等が発生しな
いように警備体制を
整えるとともに、ト
ラブルが発生しても
早期の解決を目指し
ます。

　警備体制の強化によ
り、トラブルの発生を未
然に防ぐことができまし
た。

4

　警備担当と保安担当、
委託業者(場内、駐車場）
の的確な連携により、場
内の秩序維持、車両誘
導、交通渋滞の緩和に努
め、円滑にレースを開催
することができました。

現状維持

　スタンド棟、外向発売
所全体として適正な人員
配置を行うとともに警備
体制の充実を図り、円滑
なレース開催を目指しま
す。

事業推進課
スタンド
棟管理事
業

　モーターボート競走事業にお
ける総合的な施設の維持管理、
施設改修を行い、お客様に安全
で快適な空間を提供します。

お客様に安全
で快適な空間
の提供

　お客様に安全で快適に
レース観戦ができるよう
施設・設備の維持管理に
努めます。これを成果指
標とします。

　お客様に安全で快
適にレース観戦が出
来るよう、スタンド
棟及び津インクルの
施設・設備の総合的
な保守及び必要な修
繕などを行います。

　施設の老朽化に伴い、
今後も維持管理コストは
必要であるが、できる限
り費用を押さえた維持管
理に努めました。

4

　来場者が安全で快適に
レースを楽しんでいただ
けるよう、維持管理を行
うことができた。

現状維持

　施設・設備の適正な維
持管理を行い、来場者が
安全で快適にレース観戦
できる空間作りに努めま
す。
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指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
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度以降の事
業の方向性

所見

所管課長等による評価

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成28年度） 事業の評価

事業推進課
競技施設
管理事業

　公平、公正で魅力的なレース
が提供できるよう、競技に関す
る施設・設備の維持管理を行な
います。

競技施設及び
設備の適正管
理

　競技に支障をきたす事
が無いよう、競技に関す
る施設・設備の適正な維
持管理に努めます。

　競技運営に支障を
きたさぬよう、施
設・設備を適正に管
理します。

　競技遂行に妨げとなら
ないよう競技施設及び設
備を維持管理し、公平、
公正なレースが提供でき
ました。

4

　公平、公正な競技運営
を行う施設として、適正
な維持管理を行うことが
できた。

現状維持

　今年度に引き続き、公
平・公正な競技運営がで
きる施設として、適正な
維持管理に努めます。

事業推進課

モー
ター・
ボート関
係事業

　公平、公正で魅力的なレース
を提供するため、モーター、
ボートの適正な維持管理に努め
ます。

モーター、
ボートの適正
な管理

　競技に支障をきたす事
が無いよう、モーター、
ボートの適正な管理及び
関係施設の維持管理に努
めます。

　日頃からモー
ター、ボートの適正
な維持に努めます。

　レースに対し、選手や
ファンから不信感を抱か
れないように、整備等を
行うことができた。

4

　公正、公平なレース実
施のため、適正なボート
及びモーターの維持管理
ができた。

現状維持
　モーター、ボート等に
関する適正な維持管理を
継続して行います。
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